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【研究概要】

【研究成果】

①光解離により
O3を生成する

②様々な窒素酸化物に酸化される

がある

遠隔地でのOx生成に寄与

HNO3

PM2.5 長寿命窒素酸化物

+ RO2 Peroxy Nitrate (PNs)

Alkyl Nitrate (ANs)
+ RO

NO2
NO

O3

NO2NO

O3

+ OH

③熱分解による
NO2の再生

輸送発生源近傍での光化学的生成

熱分解
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燃焼機関等から放出されたNOxは発生源近傍では光化学オキシダントであるO3を生成するととも
に酸化反応により寿命の長い生成物に変化することで遠方に輸送され、遠隔地でNO2を再生する
ことでO3生成に寄与する。

関東の複数地点でこれらの長寿命窒素酸化物を測定することで、窒素酸化物がどのような輸送過程
を経ることで遠隔地の大気汚染に寄与しているのかを明らかにする。
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1: 東京都環境科学研究所
2:埼玉県環境科学国際センター
3: 群馬県衛生環境研究所
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◼ 測定装置3台を作成し、東京・埼玉・群馬の3地点において実大気の並行観測を実施した
◼ NO2は明確に東京＞埼玉＞群馬の傾向を示したが、PNs、ANsは夏季において群馬＞東京の傾
向が見られ、光化学生成した長寿命の窒素酸化物が遠方まで輸送されたことが示唆される

◼ PNs、ANs、HNO3はそれぞれ異なる季節変化や日内変動を示した
◼ 本研究における観測ではPNs、ANs、HNO3とO3には弱い正の相関が見られたが明確な関係性
は見られなかった

当課題の研究成果が環境政策や社会にどの様に貢献できる（見通しがある）のか、簡潔に（原則
書きで）この枠内にご記入ください。提言や提案の形も可とします。

◼ 関東地方における大気汚染物質の輸送経路上となる3地点で高い時間分解能で窒素酸化物を測
り分ける測定手法を確立し、大気汚染物質のモニタリングに貢献した

◼ 光化学オキシダントの一種であるPANの長期間のモニタリングを実施し、光化学オキシダントの
環境基準見直しの基礎データとして環境政策への貢献が見込まれる
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